
REX-PCI34W テープデバイス接続マニュアル
for Windows Server 2003

(1)パソコンの電源を切ります。PCIスロットへPCIボードを取り付けます。パソコンの
電源を入れ、Windows Server 2003 を起動します。
※ Windows Server 2003 x64 の場合も同様です。
(2)「新しいハードウェアの検索ウィザードの開始」画面が表示されます。”いいえ、今回
は接続しません”を選択し【次へ】をクリックします。

1.ドライバのインストール
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1-1.ファイルの準備
(1)ホームページよりドライバをダウンロードします。（PCI34_S2003_10.exe）

(2)ダウンロードしたファイルを展開（ダブルクリック）します。【OK】をクリックする
と同じ場所にフォルダが作成されます。（「S2003-PCI34」フォルダ）

1-2.インストール

作成されたフォルダを利用してドライバをインストールします。



(3)”一覧または特定の場所からインストールする（詳細）”を選択し【次へ】をクリッ
クします。

(4)”リムーバブルメディア（フロッピー、CD-ROMなど）を検索”のチェックを外し、”次
の場所を含める”にチェックを入れ、【参照】をクリックします。

(5)「フォルダの参照」画面が表示されます。ドライバの場所を指定し、【OK】をクリック
します。（画面例は32ビットの場合）
※ 32ビット環境/64ビット環境により指定フォルダが異なります。ご注意ください。
　32ビットの場合［S2003-PCI34］－［Driver］－［WIN32］フォルダ
　64ビットの場合［S2003-PCI34］－［Driver］－［WIN64］フォルダ
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(7)次の画面が表示されます。【続行】をクリックします。

(8)ドライバのインストールは完了です。【完了】をクリックします。

(6)画面が戻ります。(5)で指定した場所が表示されていることを確認の上、【次へ】をク
リックします。
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(1)［スタート］メニューから［管理ツール］－［コンピュータの管理］を選択します。

2.インストールの確認

(2)「コンピュータの管理」画面の左ウィンドウの「デバイスマネージャ」を選択します。
［SCSI と RAID コントローラ］をダブルクリックします。
「PCI SCSI Adapter REX-PCI34」が表示されていることを確認します。

REX-PCI34Wは正常に認識しました。
パソコンの電源を切った後、SCSI機器の接続し、インストールを行います。
SCSI機器によりインストール手順は異なります。機器側のマニュアルなどに従い
接続/インストール作業を行ってください。
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OS標準の「ntbakcup」でのバックアップ/リストア手順を説明します。
市販のバックアップソフトを使用する場合は、各バックアップソフトの運用指示に従っ
てください。

3.バックアップ/リストア手順

例）HP StrageWorks Ultrium 232 を接続した場合
※ HP 社提供ドライバをインストールしています

［スタート］メニューから［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［システムツール］
－［バックアップ］を選択します。
Windows Server 2003 標準のntbackup を起動します。
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3-1.バックアップ
3-1-1.ウィザードを使用する

(1)バックアップウィザードを選択します。

(2)「バックアップウィザードの開始」画面が表示されます。【次へ】をクリックします。

(3)バックアップを作成する項目を選択します。【次へ】をクリックします。

特定の場所をバックアップしたい場
合は、(3)の画面で「選択したファイ
ル、ドライブ、ネットワークデータ
のみのバックアップを作成する」を
選択し、【次へ】をクリックすると、
右記画面が表示されます。
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(4)バックアップの種類、バックアップ先と名前を設定し、【次へ】をクリックします。

(5)バックアップ設定の完了です。【完了】をクリックします。

(6)バックアップ作業が開始されます。転送や装置に問題が生じなければ作業完了となり
ます。

※ HP StrageWorks Ultrium 232 の場合、「20GB」で「約50分」で終了します。
 （環境により時間差は発生します）
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3-1-2.ウィザードを使用しない

(1)バックアップタグをクリックします。

(2)バックアップ対象のドライブまたはフォルダを指定します。（下記画面では「34w_test」
フォルダを指定しています）【バックアップの開始】をクリックします。

(3)「バックアップジョブ情報」画面が表示されます。ここで運用に適した設定にし【バッ
クアップの開始】をクリックすると、バックアップ作業が開始されます。
転送や装置に問題が生じなければ作業完了が完了します。

※ HP StrageWorks Ultrium 232 の場合、「20GB」で「約50 分」で終了します。
 （環境により時間差は発生します）
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3-2.リストア
3-2-1.ウィザードを使用する

(1)復元ウィザードを選択します。

(2)「復元ウィザードの開始」画面が表示されます。【次へ】をクリックします。

(3)「復元する項目」ウィンドウで装置を選択し、復元する対象を選択します。【次へ】を
クリックします。

9/11



(4)復元設定の完了です。【完了】をクリックします。

(5)復元作業が開始されます。転送や装置に問題が生じなければ作業完了となります。

※ 作業時間はバックアップとほぼ同じになります。
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3-2-2.ウィザードを使用しない

(1)メディアの復元と管理タグをクリックします。

(3)「復元の確認」画面が表示されます。【OK】をクリックすると、復元作業が開始されま
す。
転送や装置に問題が生じなければ作業完了が完了します。

(2)復元する対象を選択します。【復元の開始】をクリックします。

※ 作業時間はバックアップとほぼ同じになります。
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